
16－ －

講義名 研究演習Ⅰ（商）

濵本　隆弘担当教員

後期 月曜日 ５時限開講期・曜日・時限講義コード 15206

ナンバリング・コ
ード

授業形態

概要説明

　私達の現代社会にとって、組織は欠くことのできない重要な存在といえる。事実、私達は毎日の生活の中で、国家・政府・地方自治体、企業、学校、家庭といっ
たような組織に所属し、さらに必要に応じて、病院、宗教団体、労働組合、消費者団体、自衛隊、地域コミュニティー、といった組織を創造し、私達の生活に役立
てている。つまり、人間が存在するところには、必ず組織が形成され、社会の存在がある。
　組織論では、その名称の通り、組織をその研究対象とするものであるが、経営学において、特にその対象は「企業」に限定され、その構造、機能、行動、変化す
る環境への適応などを探求し、経済や社会の変化に最もよく適応した、そして私達にとって最良の組織（企業）の創造がその目的となっている。
　さらに、組織は人間によって形成されているという視点に立ち、組織における人間の問題も経営組織の研究領域となっている。ゼミでは職場での人間関係やコミ
ュニケーション、リーダーシップの問題をとりあげている。さらには、スタバとドトールの比較研究といった、職場管理に特徴のある企業の比較・研究も行ってい
る。従ってゼミでは、働く者にとっての最良の職場環境を見出すということを研究目標としている。また、最近話題になっているSDGｓに基づく人に優しい組織やダ
イバーシティといった事柄もこのゼミの研究テーマである。

①�研究演習Ⅰ（２年次後期）
　研究を進めるために必要な基礎知識や組織理論を集中的に学習する。また、プレゼンテーションや、ディスカッションのトレーニングを行うつもりである。さら
にビジネス・ケース（事例研究）を使って、問題解決志向で企業経営を学ぶケース・メソッドによる経営学学習も並行して行っていくつもりである。特にここでは
、グループでのセッションが重要視されることになる。ただし、クラスの雰囲気をみて、運営方法は随時変更される可能性がある。

②研究演習Ⅱ
　ここでは、経営組織論について更に深く学びつつ、上記のケース・メソッドによる学習で、戦略的に経営学学習を進めていきたい。３年次の終わりに向けて、組
織戦略の策定ができるようになることを目指す。併せて、卒論作成に向けての構想を練る。

③　卒業研究（４年次）
　卒論作成に向けての準備を始めるにあたり、まずテーマを絞り込むために各ゼミ学生毎に発表を行い、意見交換、討論の場を設ける。これをステップに各自テー
マ設定を行い幾度かの発表、レポートを経て卒業論文の完成へと至る。

　ゼミでは、経営学や組織論の研究はもちろん、ゼミ生同士の発表を通じて、広く経営学全般について学ぶチャンスがある。ケース・メソッドによる経営学学習も
行われる予定で、全員参加型のゼミ学習が目標である。

経営組織論

演習分野学部・学科

商学部　経営学科

主な卒業論文のタイトル

卒論テーマについては、論文作成者の意思を最大限尊重した上で決定される。
経営組織をベースに広く企業経営の領域から選択する。

(１)�組織デザイン
事業部制、プロジェクト組織、ネットワーク組織、マトリックス組織（Matrix Organization）など、環境変化に適応するために組織をデザインする組織形態の問題
。
(２)�組織戦略
企業文化、ＣＩ（Corporate Identity）、人的資源（human resources）、Ｍ＆Ａ（買収と合併）、多角化、情報管理など組織に関わる戦略展開の問題。
(３)�組織の動態化
イノベーション、リストラクチュアリング（事業の再構築）などダイナミックな、環境適応型組織の形成の問題。
(４)�組織の人間化　
ＱＣサークル、人材開発、ニュー・オフィス、時短、フレックスタイムなど人に優しい組織の創造の問題。
(５)�日本的経営　集団主義、年功序列、終身雇用制、企業別組合、稟議制度、企業系列、企業集団などの日本独特の経営システムの問題。
(６)�ＩＴ（インフォーメーション・テクノロジー）の進展
職務内容、労働条件、人事制度などにＩＴが与える変化の問題
(７)�業界及び企業研究
特定の業界や企業について組織の問題を取り上げ、調査・研究する。

教員よりの要望

　ゼミは対面式で行われる。新型コロナの蔓延状況により変更になる場合もあるが、その場合は必ず
流科ポータル等で告知を行う。定期的に流科ポータルの[講義連絡]をチェックをすること。

　ゼミでは、組織論を含む経営学全般の学習とともに、卒論の制作や卒業後の進路について真剣に
考える姿勢を常に持ち、その実現のための努力をしてもらいたい。そのための支援もゼミの目的である。

　ゼミへのアイデンティティーを重要視しているので、積極的な参加、協力を希望する。無断欠席を慎み、
ディスカッションや研究発表への参加が求められる。

選考方法

　ゼミの選抜については、教務部のガイダンスに従って進められるが、主に教務部へ提出した書類に基づいて選考が行われる。
　希望者の数に関わらず、志望動機、取得単位数や成績などで総合的に選抜するつもりである。また個人面談も実施する可能性がある。
　不明な点は担当教員、教務部に必ず問い合わせること。

評価方法

この講義は対面型講義で行われるが、新型コロナの蔓延状況により講義形式変更の可能性がある。

対面型講義の場合は，
出席回数、
課題発表とレポートの提出、
ゼミへの貢献度（ゼミ活動のサポート）
以上の総合評価でゼミの成績とする。

コロナ拡大に伴い講義形式の変更があった場合でも成績評価方法は変更しない

教員英字氏名 研究室

ＨＡＭＡＭＯＴＯ　Ｔａｋａｈｉｒｏ 研究棟Ⅰ　１階　１１１号　濱本研究室

最終学歴

関西学院大学大学院商学研究科博士課程後期課程

学位

商学修士（関西学院大学）

主な研究活動・社会活動・研究業績

現在の研究テーマ
１．日本・ドイツ・アメリカの企業文化の比較研究
２．EU域内における企業の環境経営
３．ドイツにおけるＩＴ企業の特徴
４．組織行動を学ぶためのケース及びティーチング・ノートの作成
５．組織戦略を学ぶためのケース及びティーチング・ノートの作成

趣味・特技

　京都生まれの大阪育ち、広島での生活も加わって、大学は西宮、就職も神戸の流科大となり、今は神戸在住、根っからの西日本人です。
　趣味はクラシック音楽、旅行、ネットオークション。スポーツは、スキ－（流科シルバースタースキー部の顧問でしたが、上手くはありません）、水泳、トレッ
キングなどで老化と戦っています。好奇心旺盛で、いろいろと首を突っ込むのですが、熱しやすく、冷めやすく、今後も趣味は増えていくことでしょう。ここ数年
は大きな病気を患い、もっぱらインドア派になりました。

所属

商学部　経営学科　経営戦略コース

日本経営学会、組織学会、経営学史学会、日本労務学会、労務理論学会

専門分野

経営組織
企業文化
ドイツ及びEUの企業経営

担当科目

経営組織論Ａ・Ｂ
企業文化論
ストラテジック・マネジメント
研究演習Ⅰ・Ⅱ
卒業研究
経営学科へのいざない

備考

新型コロナウイルスの蔓延状況に応じて、対面型講義からオンデマンド型講義へ変更になった場合、
不明な点は担当教員に必ず問い合わせること。状況変化に合わせた対応に留意すること。

以下のオフィスアワーを利用して教員とコンタクトをとるように。

オフィスアワー　：　研究棟Ⅰ　1階　111号研究室 月・水・木　12：10～12：50　

問い合わせについては以下の公開された電子メールでも対応する。
濵本隆弘　メールアドレス： Takahiro_Hamamoto@red.umds.ac.jp

実務経験の有無及び活用

実経験なし

所属学会




